
2019 年度⼈⽂学類卒業者アンケート結果について 
 

2019 年度⼈⽂学類 FD 委員会 
 

2019 年度⼈⽂学類 FD 委員会では、2019 年度に実施された卒業者アンケートの結果を公開い
たしますとともに、問題点や課題を明らかにすることで、⼈⽂学類における今後の教育改善に向
けて役⽴てていただきたいと思います。 

 
アンケート実施時期：2020 年 3 ⽉ 22 ⽇〜31 ⽇   
対象学⽣数：⼈⽂学類 2019 年度卒業予定者 144 ⼈ 
回答者数：23 名（回答率 16％） 
 
 今年度の⼈⽂学類卒業者アンケートは新型コロナウィルスの影響により学類の祝賀会および学
位記伝達式も中⽌となり、学⽣が集まることが難しい状況のもとで実施されたため、例年以上に
回答者が少なくなってしまった。そのため、例年はコースごとにアンケート結果を集計していた
が、2019 年度については回答者ゼロのコースもあり、また個々の設問の回答数もきわめて少ない
ことから、学類としての総計データに基づいて分析をおこなった。 
 その結果、以下の表に⽰すよう全設問の合計値では 8 割を超える卒業者が「1. そう思う」もし

表 2019 年度卒業者アンケート結果 
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くは「2. ややそう思う」の⾼評価の回答をしていたが、詳細に⾒るといくつかの設問において⾼
評価の割合が 7 割を下回るものも⾒られた。その１つが、「Q５ プレゼンテーションの能⼒を磨
くことができた」（65.2％）である。この点は昨年度の卒業⽣アンケートにおいても同様の問題点
を指摘したが、まだ⼗分に改善されているとはいいがたい。講義系科⽬でプレゼンテーション能
⼒を涵養することには限界があると思われるが、演習科⽬においてよりプレゼン能⼒を⾼める発
表⽅法を取り⼊れるなどの⼯夫が必要であると思われる。また、昨年度には⾒られなかった結果
として、「Q８ ⼈間や社会の諸問題を、歴史的背景をふまえて把握する能⼒を⾝につけることが
できた」（69.6％）の⾼評価割合が 7 割に届かなかったことは残念である。GS 科⽬や⼈⽂学基盤
科⽬などの基礎的な科⽬に加えて専⾨科⽬においても可能な範囲で歴史的視点を意識した授業を
⼼がける必要があると思われる。 
 以上、2019 年度の卒業者アンケート結果の分析を⾏なったが、冒頭で述べたように今回は新型
コロナウィルスの影響により⼗分な回答者数を得られなかった。アンケート調査の信頼性を⾼め
るためにも、次回以降の調査においては回答者数を増やすことが求められる。 


